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関西元気な地域づくり発表会 【中心市街地の活性化】④               平成１７年１２月１６日（金） 

 

   地域資産を活かしたまちづくり・ひとづくり 

                    ～十 石 舟
じゅっこくぶね

の復活と酒蔵の活用～ 

                       ㈱伏見夢工房 観光担当部長・伏見観光協会 専務理事 永山 惠一郎
けいいちろう

 

 

 １．地域づくり方針・目的 

  ○郷土愛づくり 

   まちに眠る数多くの地域資産を再認識し組み立て活用し、それらを地域の方々と協働していく。 

  ○人づくり 

   様々なまちづくり活動をまち全体に拡げ、地域の方々と活動を積み重ね、地域特有の多くのタウ 

  ンマネージャーを生み出していく。 

 

 ２．取り組み内容 

  ○地域資産（１） 水辺空間での取り組み 

     ①十石舟・三十石船の運航 

     ②伏見万灯流し 

     ③河川清掃 

     ④河川への紫陽花・紅葉・ユキヤナギの植樹 

     ⑤河川ライトアップ 

  ○地域資産（２） 酒蔵を活用した取り組み 

     ⑥酒蔵通り花燈路ライトアップ 

     ⑦伏見のご案内どころ伏見夢百衆の運営 

  ○人づくり 

     ⑧京都伏見ジュニア河川レンジャー活動 

     ⑨伏見リバースクール（夏休み親子歴史教室）・（歴史探訪） 

     ⑩We Love Fushimi クラブの設立 

 

 ３．苦労点・達成度等 

 TMO 設立当初は、プレーをする側のまちづくりへの意識には大きな温度差があったが、設立 5

年目を迎える現在、実際の取り組みを一つ一つ具現化し例をしめしております。今はまだ、まちづ

くりメンバーは少ないが、まちへの取り組み意識は前向になってきている。 

 

４．効果・反響等 

・ 地域の生活者から、まちづくり会社の役割の認識と期待感等が高まってきている。 

・ 地域外からは、十石舟、三十石船の小さな旅で、ゆったりした酒蔵空間、町並み空間の落ち着 

 いた時間を感じていただき観光客の方々から、ゆったりとしたまち、気持ちのいいまち、賑わい 

 のあるまち等の声が多く聞かれている。 

・ 又、地域資産を活用し、まち全体を巻き込んでいるという視点での視察が増え、今年度は現在 

 までに全国２６ヶ所からの視察が来ている。 

 

５．今後の課題等 

・ 地域内外へ向けての情報発信が不可欠 

・ TMO 内の運営体制の整備、人づくり 

・ 担当行政とのパートナーシップの具現化、行政内部でタウンマネージャーに匹敵する人づくり 

・ まちづくりを点、線、面という視点でとらえた短期、中期、長期のまちづくり計画が必要 
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地域資産を活かしたまちづくり・人づくり

～十石舟の復活と酒蔵の活用～

 
 

京 都 伏 見

かつて伏見は「京・伏見」と並び称され、平安時代には風光明媚な土地柄から貴族の別荘が立地し、京都とは異なった独

自の文化を築いてきました。安土桃山の時代には豊臣秀吉の伏見城築城に伴い伏見港が整備され、京都・大坂・奈良・

近江の中継地となり人や物資、情報等の集積地として全国的な港町となります。また城下町として全国各地の

有力大名が屋敷を立て、大名たちに呼び寄せられた様々な商工業者も伏見に集まりました。江戸時代に入ると徳川家も

街道と水運の集中する伏見を重視し貨幣経済の中心「銀座」等を立地。伏見はその交通の利便性から幕府公認の三十

石船やニ十石舟等多くの舟が往来し宿場町として賑わい一大消費地を形成し。良質の地下水にも恵まれたことも

あり酒造りが盛んになり、酒の町としても全国有数のまちとなります。幕末には西国大名は作物の換金と情報収集のた

め伏見に屋敷を構え、坂本龍馬もそうした土地柄ゆえに伏見を訪れました。しかし、「鳥羽伏見の戦い」でまちは焼け野

原となります。昭和3年には伏見町から伏見市となり昭和6年京都市と合併。
このような歴史を持つ伏見は、河川、酒蔵、歴史的建築物、史跡、社寺仏閣、町名等数多くの地域資産に恵まれている

のですが、数年前まで地域資産を地元であまり意識していないのが現状でありました。独自の文化を形成してきた伏見

の地域の方々は独特のまちへの視点を持っており、地域の方々とともにまちづくりを行っていくうえでは、歴史の伝

承と、現在眠っている地域資産を活用した人づくりと郷土愛づくりが重要であると考えます。

TMOエリア
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主な取り組みの経緯①

京都市商業振興課
まちを面的な視点で
考えていくきっかけ
となる

伏見観光協会
「FTMO（元気な伏見桃山地域のまちづくり協
議会）」発足。地域の鍵となる各団体の参加を
募り組織づくりを行う。TMOへ向けた意識づけ

地域全体でまちづくりを行っていくための組織
づくりをしかける

平成10年4月

京都府土木事務所
川の水がきれいにな
り始じめたという声が
聞かれるようになる

河川美化の取り組
みへの参加者が増
加する

伏見観光協会

「河川内川藻除去・清掃」実施。地域全体を巻
き込める定期的活動を拡大していく。地域生活
者から参加者を募り実施。平成16年まで毎年1
回開催

地域資産である河川を通し、人づくりへ向け
た継続的取り組みを拡大する

平成7年9月～

京都府土木事務所
京都市疎水事務所

河川が美しくなり始め
たという声が聞かれ
るようになる

河川への不法投棄
が無くなる

伏見観光協会

平成14年より
伏見夢工房

「十石舟運航」実施。地域に眠る歴史的史実・
地域資産を再認識し、地域に伝承し続けること
で郷土愛づくりを行う。以後継続現在に至る

地域資産である河川を通し、郷土愛づくりへ
向けた継続的取り組みをはじめる平成7年5月～

京都府土木事務所
水辺空間へ足を運ぶ
方が年々増えはじめ
る

河川が地域資産で
あることを認識する

伏見観光協会

「河川清掃」実施。地域生活者・地域団体・小
学校等地域から参加者を募り、地域全体を巻
き込む定期的活動として現在まで毎年2回実
施

地域資産である河川を通し、人づくりへ向け
た継続的取り組みをはじめる

平成7年4月～

京都府港湾課
河川が伏見の地域資
産である史実を多くの
方が認識する

まちに眠る地域資
産へ意識を向ける
きっかけとなる

伏見観光協会
地元実行委員会

「伏見開港400年祭」実施。十石舟・三十石船
の復活等で地域資産である水辺空間での取り
組みを具現化。酒蔵コンサート・酒蔵コンペ等
で酒蔵活用の活路を掘りおこす

郷土愛づくり・人づくりをテーマとして取り組み
をはじめる

平成6年7月

無
汚れた川、治安の良
くないまちとしての印
象を持たれていた

荒廃している河川
やまちに対しては無
関心

永山個人の取り組み
からスタート

まちの荒廃した河川に対し、河川行政・地域内
の方々は無関心であった。伏見観光協会専務
理事、永山自ら河川清掃をひとり始める

水辺空間への取り組みのはじまり平成2年～

写真行政との連携地域外地域内実施母体ポイント実施時期

 
 

京都府
京都市疎水事務所
京都市建設総務課

広範囲の方々に伏見
の地域資産について
の新たな認識がうま
れる

取り組みを具現化し
ていくことを体感し
まちづくりへの関り
方の可能性を意識
した声が聞かれるよ
うになる

主催／京都府
共催／伏見観光協会
企画運営協力／伏見
夢工房

「第3回世界水フォーラム伏見港」開催。地域
が主役となり全体を巻き込める取り組み内容
を企画し実施することで、地域内でのムーブメ
ントを作り出しコンセンサス形成を図る。実行
側としての関りをつくることにより人づくりへつ
なげる。

地域が主役となれる取り組みで地域内の
ムー

ブメントを生み出す
平成15年3月

写真行政との連携地域外地域内実施母体ポイント実施時期

京都府
京都市商業振興課

酒のまち酒蔵のまち
趣のあるまちとしての
認識が幅広い世代に
広がる。

まちへの来訪者の
増加を感じ、新たな
まちへの誇りと郷土
愛が生まれる

㈱伏見夢工房

「伏見案内所 伏見夢百衆」開設。おみやげ販
売、喫茶、観光案内の総合施設の運営という
方法で地域資産や地域性、地場産業を地域内
外に広くPRする。施設内では伏見の清酒全銘
柄約100種が揃う

地域資産・地域性をPRできる施設を開設する平成15年9月～

京都・花燈路推進協
議会

夜間にまちを訪れる
方々が増え始める

地域資産の活用方
法に可能性を感じ
まちの持つ大きな
潜在能力を意識し
はじめる

㈱伏見夢工房
「伏見酒蔵通り花燈路ライトアップ」実施。点在
する地域資産を点、線そして面としてつなぎ、
新たな活性化の可能性を探る。以後毎年実施

地域資産である酒蔵を面としてつなぎ新たな
賑わいづくりをねらう

平成15年7月～

国土交通省近畿地
方整備局淀川河川
事務所・河川環境管
理財団大阪事務所・
京都府土木事務所・
京都市疎水事務所

全国有数の地域資産
に触れる驚きの声と
河川、舟運について
の理解関心が新たに
高まっていく声が聞か
れるようになる

まちづくりへ対する
積極的な意見が増
加、コンセンサス形
成の明確な方向性
が生まれはじめる

主催／国土交通省近
畿地方産業局濠川河
川務所
実施／㈱伏見夢工房

「水辺とのふれあい三栖閘門（伏見みなと広場
オープニングイベント）」開催。地域資産でもあ
る三栖閘門が約40年ぶりに地域の憩いの広場
として復活。十石舟と三栖閘門という二つの地
域資産をつなぎ相乗効果を生み出すため、十
石舟の発着地を広場内に置く

現在活用されている地域資産と新たに生まれ
た地域資産とをつなぐ

平成15年3月

京都市商業振興課㈱伏見夢工房
「伏見夢工房会議」開催。定期的な会議でばら
ばらであった意識の温度差を縮小していく。

まちづくりを具現化していくための定期的会議平成14年3月～

京都府
京都市商業振興課

全国の行政各団体か
らは地域を巻き込ん
だまちづくりという視
点での視察が訪れる
ようになる

発足当初は夢工房
への認識は低かっ
たが様々な角度か
らの取り組みを継続
し行うことで現在は
地域の方の理解と
期待感が高まり、
同時にまちづくりへ
の積極的な参加意
識が生まれている

TMO
※以降㈱伏見夢工房

「株式会社伏見夢工房TMO」認定。地域の鍵と
なる団体・地元商店街、酒造会社、地元企業、
地元商店、社寺仏閣関係者等を株主・メン
バーに置き組織。

地域全体でまちづくりを行っていく組織づくり平成14年3月～

京都府土木事務所
季節感の感じられる
水辺空間だという声
が聞かれるようになる

より良い水辺空間
づくりを長期的視点
で考えていく意識が
生まれる

伏見観光協会
地域奉仕団体京都桃
山ライオンズクラブ

「河川へ桜・ユキヤナギの植樹」実施。将来像
を地域の方々とともに考えていくことで地域を
巻き込む。具現化する方法として地域奉仕団
体と連携。植樹は地域生活者や地元団体と共
に実施。以後保全管理を地元で行う

地域資産である河川を長期的視点で捉え、将
来像を地域の方々とともに考え取り組みを具
現化していく

平成14年2月

京都市商業振興課
地域の各団体、異
業種間の理解連携
が生まれる

FTMO

「観光案内処伏見いっぷ蔵館」の開設。観光施
設運営という方法で、地域の各団体、異業種
がともに協働できる取り組みをしかけ、連携の
強化を図る

酒蔵という地域資産を活用し、地域の各団体、
異業種をつなぎ、連携できる取り組みをしか
ける

平成11年11月

主な取り組みの経緯②
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京都府土木事務所
京都市疎水事務所

水辺空間を新たな視
点で考えることができ
たという声が聞かれ
る

水辺空間を利用し
たまちづくりの新た
なネットワークが生
まれる

伏見観光協会
伏見夢工房

洛南保勝会

「伏見万灯流し」実施。水辺空間を利用し歴史
背景に基づいたまち独自の新たな行事を具現
化。恒例行事とし地域ネットワークの形成を図
る。以後毎年実施

地域資産である河川を通し、地域に眠る歴史
的史実の伝承とともに、地域を巻き込む新た

なネットワークづくりをはじめる

平成16年8月～

写真行政との連携地域外地域内実施母体名称ポイント実施時期

京都府

京都・花燈路推進協
議会

伏見は賑わいのある
まちだという声が聞か
れる

多角的な視点で地
域資産を捉え取り
組みを具現化し継
続していくことでま
ち全体の意識がひ
とつになりつつある

㈱伏見夢工房

「河川ライトアップ」の実施。夏期観光客減少に

対しても前向きな対策を打ち出す。水辺空間
の新たな賑いづくりを試みる。

地域資産である河川を通し、枯渇期の集客方
法を新たに模索

平成17年7月～

京都府伏見夢工房への認
識・期待感が高まる

㈱伏見夢工房

「WeLoveFushimi夢通信の発行」実施。区民・
市民新聞への折込という方法で地域の方々へ
情報紙を配布。広範囲の方々へ向け伏見夢工
房への理解と、認識をねらい、コミュニケーショ
ンづくりを図る

広範囲の地域の方々へまちづくりに関する情
報伝達と新たなコミュニケーション形成をねら
う

平成17年6・7・9月

国土交通省近畿地
方整備局淀川河川
事務所・河川環境管
理財団大阪事務所・
京都府土木事務所

観光客の方々から伏
見の河川は美しく気
持ちのいい河川であ
るという声が聞かれる

まちづくりへの積極
的な参加を希望す
る声が増加

伏見観光協会
伏見夢工房

「河川への紫陽花・紅葉・ユキヤナギの植樹」
実施。3年計画で京都伏見ジュニア河川レン
ジャーとその保護者を中心に地域の方々とと
もに河川への植樹、保全管理を行っていく。長
期的に関りやすい方法を模索し人づくり、郷土

愛づくりへつなげていく

地域資産である河川を通し、地域の方々自ら
が長期的、積極的に関っていける取り組みを
計画する

平成17年3月～

国土交通省近畿地
方整備局淀川河川
事務所

河川ﾚﾝｼﾞｬｰに対する
認識が徐々に広がる

河川ﾚﾝｼﾞｬｰに対す
る認識が徐々に広
がる

伏見観光協会
伏見夢工房

伏見観光協会専務理事・伏見夢工房観光担
当部長 永山が15年度からの試行活動を経て
淀川管内河川ﾚﾝｼﾞｬｰ第1号に任命

淀川管内河川ﾚﾝｼﾞｬｰ任命平成16年12月～

国土交通省近畿地
方整備局淀川河川
事務所・河川環境管
理財団大阪事務所

伏見で改めて自身の
まちの河川や地域資
産について意識を
持ったという声が聞か
れる

河川近隣に住んで
いない方々にも河
川に対する意識が
芽生える

㈱伏見夢工房

「伏見リバースクール夏休み親子歴史教室」実
施。地域内外から一般小学生親子を対象に参
加者を募り、河川学習を実施。人づくりと同時
に幅広い視点での意見を聞き今後の取り組み
へつなげる

地域資産である河川を通し、地域内外広範囲
の方々に意識啓発を行っていく

平成16年7月～

国土交通省近畿地
方整備局淀川河川
事務所・京都府土木
事務所・京都市疎水
事務所

伏見はゆったりと落ち
着いた時間を過ごせ
るまちだ、という声が
聞かれるようになる

わがまちとして、誇
りをもって知人、親
戚等来訪者を招く
方々が増加

㈱伏見夢工房
「三十石船運航」実施。活用されていなかった
京都府所有の三十石船を有効活用。以後継
続、現在に至る

多角的な視点で眠っている地域資産を発見し
活用していく平成16年4月～

国土交通省近畿地
方整備局淀川河川

事務所・河川環境管
理財団大阪事務所

まちの地域資産を
話題としたコミュニ

ケーションが生まれ
る

淀川管内永山河川ﾚﾝ
ｼﾞｬｰ

㈱伏見夢工房
伏見観光協会

「京都伏見ジュニア河川レンジャー活動」実施。
子どもを対象として取り組みを行うことにより学
校、家庭でのコミュニケーション、ネットワーク

形成をねらう。地域小学校と連携し毎年地域
の小学校4年生を対象に河川学習を実施。以
後継続的に実施

地域資産である河川を通し、人づくりとネット

ワークづくりを長期的視点で考える
平成15年11月～

主な取り組みの経緯③

 
 

現在具現化しようとしている取り組み ー地域を巻き込んだ取り組みー

個人サポーター会員

「WeLoveFushimi」クラブチャート図

まちづくり事業・活動

ショップサポーター会員

法人サポーター会員

■個人サポーター特典
①いただきました会費を、まちづくり活動の支援に活用させていただきます。
②ショップサポーターのお店で割引特典が受けられる会員カードを発行します。
③会員カードにより下記の特典が受けられます。
・桃山城ライトアップ3500円→2500円
・伏見万灯流しの燈籠1000円→800円
・伏見夢工房が主催するイベントなどに会員料金で参加できます。
・伏見夢百衆主催の新酒きき酒会、コ ンサート、おもてなし作法、老舗料亭料理教
室などに特別価格で参加で きます。
④ショップサポーターのお店で利用できる５００円の金券を差し上げます。
⑤ショップサポーターのお店で利用できるクーポン小切手を差し上げます。
⑥ショップサポーターのお店で利用できるクーポンがついた会員情報紙などをお
届けします。
⑦十石舟乗船優待券、三十石船優待券、京都パープルサンガ観覧優待券を差し
上げます。

■ショップサポーター特典
①いただきました会費を、まちづくり活動の支援に活用させていただきます。
②桃山城ライトアップ3500円→2500円
③伏見万灯流しの燈籠1000円→800円
④十石舟乗船優待券、三十石船優待券、を差し上げます。
⑤クラブが主催するイベントなどで積極的に参加店の名前を告知します。
⑥「Ｗe Love Fushimi」ショップサポーター名刺を100枚進呈します。
⑦個人会員に配布する金券、クーポン小切手が加盟店のみで使用されます。
⑧会員カードを提示して割引特典を受けるために、個人会員が来店します。
⑨クーポンフリーペーパーを年２回発行（新聞折込３万部）し、クーポンを無料掲載します。

■法人サポーター会員特典
①いただきました会費を、まちづくり活動の支援に活用させていただきます。
②貴社創立の記念日等に
桃山城ライトアップ5000円→3000円

③伏見万灯流しの燈籠1000円→800円
④十石舟乗船優待券、三十石船優待券、を差し上げます。
⑤ショップサポーターのお店で割引特典が受けられる会員カードを発行します。
⑥伏見夢工房及びクラブが発行する印刷物（十石舟ポスター・看板・パンフレッ
ト、情報紙等）に法人会員名を掲載します。

。
●港町の歴史を伝える「十石舟」「三十石船」の運航。●酒蔵を活用した伏見のご案内どころ「伏見夢百衆」の
運営。●水辺空間を利用し先祖の霊を敬い家内安全を願う「伏見万灯流し」の実施。●酒蔵の景観を伝承して
いく「酒蔵通り花燈路ライトアップ」の実施。●水辺空間の魅力を生み出す「濠川・宇治川派流ライトアップ」の
実施。●年に1度夏の夜に７商店街382店舗が一つになる「伏見夏の夜市」の開催。●伏見の歴史的資産を
活用した「桃山城ライトアップ」の実施。●旅行者に伏見を満喫してもらう「伏見夢蔵歩クーポン事業」の運営。
●河川を通した人づくり「京都伏見ｼﾞｭﾆｱ河川ﾚﾝｼﾞｬｰ」への協賛。●伏見の川と歴史を学ぶ「伏見リバース
クール」（親子歴史教室編）（歴史探訪編）の実施。●伏見の環境美化と水のまちを推進する「河川清掃」。●
夢のある河川環境を生み出す「濠川宇治川派流紫陽花・紅葉・ユキヤナギの植樹」。●より良いまちづくりを考
えるため「夢工房会議」の開催。

「WeLoveFushimi」クラブ事務局

支 援 支 援 支 援

会 費

会 費
会 費

特典によるつながり
特典によるつながり

特典によるつながり

TMO ㈱伏見夢工房
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現在具現化しようとしている取り組み ―人づくり・ネットワークづくり河川環境整備を目指した取り組み―

淀川管内河川レンジャー
永山邦明

京都伏見ジュニア河川レンジャー
ネットワーク協議会（仮称）

㈱伏見夢工房(TMO)

京都教育大学地域貢献
プロジェクトチーム

伏見区内他の
小学校・PTA・
奉仕団体

地元自治体・女性会等国土交通省
近畿地方整備局
淀川河川事務所

(財)河川環境管理
財団 大阪事務所

(財)日本財団

京都府港湾課
京都府河川課
京都府緑地公園課
京都市疏水事務所
京都市河川課

活動参加小学校

伏見南浜小学校
伏見板橋小学校
伏見住吉小学校
桃山小学校
桃山東小学校
桃山南小学校

伏見出張所管内
河川レンジャー
運営会議

伏見観光協会（事務局）

伏見区内各小学校
（生徒・保護者）

参加団体

京都伏見ジュニア河川レンジャー活動
濠川・宇治川派流紫陽花・紅葉の植栽活動企画・運営・実施

連
携

連
携

1.十石舟乗船 2.川の生物観察 3.歴史講義受講 平成16年度植栽風景

京都伏見ｼﾞｭﾆｱ河川ﾚﾝｼﾞｬｰネットワーク協議会 チャート図

 
 

今後の課題 ―人づくり―

・地域内外へ向けた情報発信

・TMO内の運営体制の整備・人づくり
・担当行政とのパートナーシップの具現化

・行政内部でタウンマネージャーに匹敵する人づくり

・まちづくりを点、線、面という視点でとらえた短期、中期、長期の

まちづくり計画が必要

理想と考えるTMO㈱伏見夢工房組織運営体制チャート図

連携

連携

人材育
成

連携

人材派遣

情報提供
国

府

市

TMO担当者

行 政

連

携

地域内

人材育成

地域外へ
向けた取り組み

事業総括
コーディネート役

地域内へ
向けた取り組み

地域外

TMO㈱伏見夢工房
地域への来訪者増加のための

取り組みを実行

地域内への取り組みを実行

（人づくり・郷土愛づくり）

地域内への

来訪

組
織
運
営
の
た
め
の
自
活
事
業

取り組み実施のためのコン
センサス形成・調整

的確な 方向性を指示

的確な 方向性を指示

短期・中期・長期的

取り組みを計画

連携

連携

運
営

資
金
調
達現状の担当行政の関り方

では運営は厳しいと考え

ます。人・運営資金・情報

提供・計画におけるパート

ナーシップ等の積極的な

関りを必要とします

現状：
人材不足

現状：
人材不足

現状：
人材不足

短
期
・中
期
・長
期
的

取
り
組
み
を
計
画

民間
・無から有にしていける
クリエイティブ能力プロ
デュース能力を持ち
地域を熟知し、地域にあ
ったスピードで取り組み
を具現化していける人材

行政
・行政マンらしからぬ発想
行動力とまちづくりへの情
熱を持った人材

パートナーシップ

 


